
第２次習志野市下水道事業経営戦略の概要 
 

 

 

 １．経営戦略とは 【本編：Ｐ１】 
【改定の趣旨】 

本市では、令和２（２０２０）年度から令和１１（２０２９）年度までを計画期間とする「習志野市下水道事業経営戦略」に基づき、

現在まで、公衆衛生・生活環境の向上及び健全経営に努めてきました。その後、内閣府からは「新経済・財政再生計画改革行程

表 2021」が示され、経営戦略の改定率を令和７（２０２５）年度までに１００％とすることとしています。また、現行の経営戦略策定

から４年が経過した中で、GX（グリーントランスフォーメーション）や DX（デジタルトランスフォーメーション）の推進といった社会的

要請の高まり、物価高騰、円安など、様々な社会情勢、経営環境が変化しています。 

そこで、現行の経営戦略の取組状況を踏まえつつ、時代に即した内容や質を高めていくための見直しを行い、新たな計画期間と

なる経営戦略を策定したものです。 

 

 

【計画期間】 令和６（２０２４）年度～令和１５（２０３３）年度（１０年間） 

 

 

３．基本方針と主要施策 【本編：Ｐ２６】 

令和１５（２０３３）年度までに、３つの基本方針を掲げ、以下の施策に取り組みます。 

基本方針 主要施策 

（１） 公衆衛生・生活環境の向上 ① 汚水整備の拡充 

    ② 雨水整備の拡充 

    ③ 水洗普及の促進 

  ④ 水質規制の指導・監督 

（２） 持続可能な経営 ① 汚水処理の広域化 

  ② 民間資金・ノウハウの活用 

  ③ 定員管理適正化 

  ④ 人材育成と技術継承 

    ⑤ 料金の支払方法の多様化 

  ⑥ 地域福祉への貢献 

    ⑦ ＩＣＴを活用したお客さまの利便性の向上 

    ⑧ 下水道の情報発信と見える化 

  ⑨ 様々な媒体を活用した広報活動の実施 

    ⑩ 脱炭素への取組 

（３） 災害に強く、たくましい下水道 ① 施設の地震対策 

  ② 施設の老朽化対策 

  ③ 災害時対応の強化・関係機関との相互協力 

 

２．将来の経営環境 【本編：Ｐ２０】 
（１）処理区域内人口の推計 

処理区域内人口：令和１４（２０３２）年度の約１８万人をピークに令和４５（２０６３）年度には約１６万４千人に減少（△９％）見

込み 

 
（２）有収水量と使用料収入 

節水機器の普及や節水意識の浸透及び処理区域内人口の減少により 

有収水量  ：令和１４（２０３２）年度の約１，８６０万㎥をピークに令和４５（２０６３）年度には約１，７３０万㎥に減少（△７％） 

する見込み 

使用料収入：令和１４（２０３２）年度の約２９億４千万円をピークに令和４５（２０６３）年度には約２７億７千万円に減少 

（△６％）する見込み 
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処理区域内人口の推計（人）

～ 基 本 理 念 ～ 
「ガス・水道・下水道を通じて このまちのくらしを支え 未来へつなぐ」 

４．投資・財政運営の方向性と取組 【本編：Ｐ６５】 

１０年間の中期的な計画を策定するにあたり、長期的な視野に立ち将来における建設投資や収支等を見据えた上で経営

健全化の取組を検討する必要性から、収支見通し及び建設投資計画については、４０年間の見通しを示しています。 

【経営健全化の取組】 

・汚水処理の広域化 

（１）建設投資計画 

今後４０年間において、汚水処理の広域化等の取組を反映した結果、本経営戦略計画期間の１０年間で約２０２億円

（建設投資計画期間の４０年間では約７４５億円）の建設投資を見込んでいます。 

 
（２）収支見通し  

下水道事業における計画期間の１０年間の収支は、経営健全化の取組等により、中期的な更新財源や収支均衡（黒字）を

確保していく見通しを立てています。 

なお、令和１５（２０３３）年度及び令和３２（２０５０）年度に千葉県との汚水処理の広域化を予定しており、今後、詳細検討

を進めます。 
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建設投資の推移

管きょ投資額 その他投資額

（百万円）

R2９～R3１ 汚水処理広域化接続管工事

（合流汚水）：約26.5億円

R28～R3１

津田沼浄化C広域化改造工事：約117.0億円

R8～R１１局舎更新：約４.4億円

R１２～R１４ 汚水処理広域化接続管工事

（分流汚水）：約21.6億円

Ⅱ系・Ⅲ系ポンプおよび水処理設備更新

：29.1億円

R６ 鷺沼放流幹線整備：約１３．6億円

R１６ Ⅰ-２系電気設備更新

：約14.9億円

R６～R8市街化区域下水道整備：約5.7億円

市街化調整区域下水道整備：約6.8億円

R７～R８ 鷺沼特定土地整理事業周辺整備（汚水・雨水）：約6.8億円
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収益的収支・純損益の推移

事業収益 事業費用 純損益

（収益的収支）

（百万円）

（純損益）

（百万円）

計画期間


